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「2012年3月期 決算概要」と「2013年3月期 通期業績予想」について説明いたします。
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1. 当期実績（前期比較）

売上高は38億円増の3,600億円、営業利益は132億円増の669億円、経常利益は133億円増

の662億円、当期純利益は92億円増の321億円となり、震災の影響があったものの、増収増

益となりました。
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四半期別営業利益の推移

第1四半期は、震災の影響により30億円の赤字となりましたが、短期間で業績は回復し、第

2四半期は234億円、第3四半期は364億円、第4四半期は100億円とそれぞれ過去最高とな

りました。
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テーマパーク事業①

売上高は、74億円増の2,978億円となりました。

入園者数は、第１四半期が震災の影響などにより大幅に減少したものの、第２四半期以

降、東京ディズニーシー10周年イベントが好調に推移したことや、休園や再開直後に来園

できなかったゲストに時期を振り替えて来園いただいたこともあり、各四半期ともに過去

最高となりました この結果 入園者数は 2 535万人と前期レベルを確保しました最高となりました。この結果、入園者数は、2,535万人と前期レベルを確保しました。

ゲスト1人当たり売上高は、チケット収入が価格改定により増加したことに加え、商品販売

収入が、東京ディズニーシー10周年関連商品の好調により増加したため、右下に記載して

おりますグラフの通り、10,336円と過去最高となりました。
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テーマパーク事業②

営業利益は、102億円増の564億円となりました。

これは、売上高の増加に加え、コストが大きく減少したためです。

商品原価率・飲食原価率といった変動費率が減少したことに加え、固定費が大きく減って

おります。

その主な内容を説明いたします。右側の表「固定経費の減 内訳」をご覧ください。

当期特有のコスト減少として、休園時の施設点検において、通常メンテナンスもあわせて

実施したことによる施設更新関連費の減少や固定資産税の減免などがありました また実施したことによる施設更新関連費の減少や固定資産税の減免などがありました。また、

震災の影響を見通せない時期に、震災後の一時的なコスト削減として、イベントや販促活

動の見直しなどを行いました。これらにより、固定経費は約55億円減少しました。

前期休園期間分のコストの増加が約10億円あったものの、固定経費は減少し、大幅な増益

につながりました。につながりました。
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ホテル事業

休業の影響により売上高が減少したものの、固定費が減少したことなどから、営業利益は

過去最高となる95億円となりました。

その他の事業

シアトリカル事業の増益などにより黒字化しております。
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当期純利益

当期の特別損失は38億円減の109億円となりました。

なお、特別損失の主な内訳としては、シアトリカル事業の減損損失が63億円、災害による

特別損失が36億円、発生しています。

このように特別損失が発生したものの、各利益の増加などもあり、当期純利益は92億円増

の321億円と大幅増益となりました。
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2. 当期実績（2月予想比較）

売上高は53億円の増、営業利益は51億円の増となり、テーマパーク事業を中心に増収増益

となりました。
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テーマパーク事業

入園者数やゲスト1人当たり売上高が増加したことに加え 商品及び飲食原価率が減少した入園者数やゲスト1人当たり売上高が増加したことに加え、商品及び飲食原価率が減少した
ことなどから増益となっております。

なお、固定経費は２月予想通りとなりました。
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3. 業績推移

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフにあるとおり、当期の営業利益率は

18.6％と4期連続で増加しました。

次に、右側の「連結営業利益・当期純利益の推移」のグラフをご覧ください。当期の営業
利益は669億円と 利益率が増加したことで 4期連続で過去最高益を更新しました利益は669億円と、利益率が増加したことで、4期連続で過去最高益を更新しました。
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4. まとめ

前期比較

第1四半期は、震災の影響により赤字となったものの、第2四半期以降、各四半期で過去最

高の営業利益となり、通期においても過去最高の営業利益となりました。

これは、第2四半期以降、テーマパーク入園者数やゲスト1人当たり売上高が過去最高にな

るなど売上高が増加したことに加え、震災後の一時的なコスト削減などにより、営業利益

率が増加したことによります。

2月予想比較

東京ディズニーシー10周年イベントの好調により テーマパーク事業などの売上高が増加東京ディズニーシー10周年イベントの好調により、テーマパーク事業などの売上高が増加

したことに加え、テーマパーク固定経費を予想通りにコントロールしたことなどにより大

幅な増益となりました。

12



13



1. 2013年3月期予想（前期比較）

売上高は93億円増の3,694億円となるものの、営業利益は17億円減の651億円、経常利益は

18億円減の643億円と減益となる予想です。

一方、当期純利益は、特別損失が減少することから、78億円増の400億円と大幅に増加す

る見込みでする見込みです。
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テーマパーク事業①

売上高は、100億円増の3,079億円となる見込みです。

入園者数は、95万人増の2,630万人を見込んでおります。これは、主に第1四半期が通常営

業に戻ることで前期休園していた期間の入園者数が増加するためです。しかしながら、第2
四半期以降につきましては、東京ディズニーシー10周年の翌年になることによる減少や、

震災後 休園などのため来園できなかったゲストが時期を振り替えて来園した影響を考慮震災後、休園などのため来園できなかったゲストが時期を振り替えて来園した影響を考慮

した計画となっております。

また、ゲスト1人当たり売上高は、前期実施した価格改定によりチケット収入の増加がある

ものの、東京ディズニーシー10周年関連商品の販売終了により商品販売収入が減少するこ

となどから、66円減の10,270円を見込んでおります。

このように、売上高の予想については、これまで同様、堅実な売上計画を立てることによ

り、コスト・投資を抑制し、フリー・キャッシュ・フローの最大化を図るという当社の経

営管理手法に基づいて設定したものとなっております。
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テーマパーク事業②

営業利益は、4億円減の560億円と減益となる見込みです。

これは売上高が増加するものの、コストが増加するためです。

コストの増加について説明いたします。まず、変動費率が増加します。商品・飲食原価率

の増加に加え、エネルギー費の増加などにより変動経費率も増加する見込みです。

また、人件費が約20億円、固定経費・諸経費も約55億円増加する見込みです。これは前期

休園期間分のコストや、長期的なテーマパーク運営に必要となるゲスト満足度向上のため

のコストなどが増加し、通常レベルのコストに戻るためです。

この結果、前期比ではコストが増加する見込みとなっております。
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テーマパーク入園者数とテーマパーク固定経費・諸経費の経年推移

折れ線グラフで入園者数を、棒グラフで固定経費・諸経費を表しています。

2010年3月期と2013年3月期にご注目ください。

まず入園者数についてですが、2010年3月期の2,582万人から、2013年3月期は2,630万人

と50万人の増加を見込んでおります。

一方で固定経費・諸経費は、点線が示しているとおり、2010年3月期と2013年3月期は同

水準となっており、コストがコントロールできているのがお分かりいただけるかと思いま

す。

このように前期比では、コストは増加しておりますが、過去の実績と比較すると、十分効

率化した計画になっております。
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ホテル事業

通常営業に伴い売上高が増加するものの、ディズニーアンバサダーホテルの施設改修費な

ど固定経費が増加するため、営業利益は前期レベルとなる95億円を見込んでおります。

その他の事業

イクスピアリ事業・モノレール事業において一時的なコストが発生することにより、

減益となる見込みです。
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2. 業績推移

左側の「連結営業利益・当期純利益の推移」のグラフをご覧ください。2013年3月期の当
期純利益は400億円と過去最高益となる見込みです。

これにより、右側のグラフにあるとおり、1株当たり当期純利益も大きく増加し、過去最高

となる479 5円となる見通しです。となる479.5円となる見通しです。

19



3. まとめ

2013年3月期業績予想

堅実な売上計画により、コスト・投資を抑制し、フリー・キャッシュ・フローの最大化を

図る経営管理手法を継続しております。

また、前期休園期間分のコストやテーマパークを長期的に運営していく上で必要となるコ

ストなどが前期比では増加するものの、過去の実績と比較し効率化した計画となっており

ます。

なお、当期純利益は大幅に増益し、1株当たり当期純利益は過去最高となる見込みです。
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今後の見通しについて、「2013中期経営計画」の進捗状況を踏まえながら、説明いたしま

す。
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2013中計の全体構成

本年は、「2013中期経営計画」の2年目にあたります。

初めに、その骨子について簡単に確認しておきたいと思います。

コア事業の持続的な成長を図り、そこから安定創出されるフリー･キャッシュ･フローを、

新たな成長への準備ならびに株主還元に充当していくということが大きな方向性とな て新たな成長への準備ならびに株主還元に充当していくということが大きな方向性となって

います。
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目標値

値 年本中計では、目標値を3年間合計のフリー･キャッシュ･フローとしています。

2011年度のフリー・キャッシュ・フローは487億円となり、2012年度についても377億円

を見込むなど、順調に推移しています。

これを受け、目標値を「1,200億円レベル」から「1,300億円レベル」に上方修正いたしま

す。

引き続き、環境変化に対応しながら、本中計を推進していくことによって、フリー・

キャッシュ・フローを安定創出してまいります。
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1. コア事業の持続的な成長

「コア事業の持続的な成長」の進捗状況について、表に記載の各項目にそって次のページ

から具体的に説明いたします。

24



東京ディズニーリゾートのバリュー向上

震災の影響により若干スケジュールを変更したものの、東京ディズニーリゾートの

バリュー向上に向けた取組みは、着実に進んでおります。

今後追加される新アトラクションにつきまして、簡単にご紹介します。

本年7月9日には、3Dライドアトラクション「トイ・ストーリー・マニア！」を東京ディズ

ニーシーにオープンする予定です。

また、8月24日には小さなお子さまもご一緒にお楽しみいただける、「グーフィーのペイン

ト＆プレイハウス」を東京ディズニーランドにオープンする予定です。

そして、「東京ディズニーリゾート30周年イベント」を、2013年4月15日から展開する予定

です。それにあわせて東京ディズニーランドで新しい昼のパレード「ハピネス・イズ・ヒ

ア」もスタートします。ア」もスタ トします。

また、現在東京ディズニーランドにあるアトラクション「スター・ツアーズ」を

全面リニューアルし、2013年の春にオープンする予定です。

集客上大変重要となる周年イベントの展開と新規プロダクトの導入を効果的に組み合わせ、

常に数年先を見て計画的にバリューアップを図っていきます常に数年先を見て計画的にバリューアップを図っていきます。
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これまで、テーマパークのバリューアップなどにより、入園者数は着実にベースアップし

きてきました。

震災による休園の影響により、入園者数は一時的に減少しましたが、2012年度は、過去2
番目となる2,630万人を見込むなど回復しております。

今後もこれまで同様 複数年度でのベ スア プを目指していきます今後もこれまで同様、複数年度でのベースアップを目指していきます。
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収益機会の創造と拡大

ゲ 験プ ジ 待ゲスト体験プロセスマネジメントとして、テーマパークにおける待ち時間そのものの軽減

を図るほか、コンテンツの一部を有料化し収益向上につなげています。

具体例として、「バケーションパッケージ」の進捗を説明いたします。バケーションパッ

ケージは、ホテルの宿泊に、ファストパスなどのパークコンテンツをセットにした付加価

値の高いパッケージ商品です。利用者の満足度・再利用意向ともに高い状況となっていま

す。

コンテンツ拡充と販売チャネル拡充に取り組んだ結果、右グラフのとおり、取扱高は年々

増加しています。2011年度は、震災の影響があったものの、約120億円の実績と前年度と

比べ約20％の増加となりました。

今後も、このようなゲスト満足度と収益向上につながる新しいサービスを拡充してまいり

ます。
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新たなコンテンツの創出や、既存施設の有効活用など、東京ディズニーリゾート全体の収

益向 が 資益向上につながる開発・投資への配分を強化しております。

具体例としては、東京ディズニーシーで展開している「ダッフィー」があげられます。

ダッフィーの世界観を広げる横展開として、2010年1月にはダッフィーのおともだち「シェ

リーメイ」を発売、2011年7月にはグリーティング施設をオープン、さらに、今年の4月～

6月には東京ディズニーシーの新スペシャルイベント「ミッキーとダッフィーのスプリング

ヴォヤッジ」を実施しています。

このように、キャラクターの世界観を広げることにより、ゲストの楽しみ方の幅をさらに

広げていきます。

なお、右側に記載のグラフの通り、近年のデフレ環境下においても当社ではゲスト一人当

たり売上高を増加させてまいりました。直近の状況でも、前年度は、過去最高となる

10,336円の実績、今年度は過去2番目となる10,270円を見込むなど高いレベルで推移して

います。

今後も、このような新しい価値の創造により、単価の向上を図ってまいります。
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両パーク来園の促進

マーケットの育成の取り組みについて2011年度の状況をスライド右側に記載していますの

でご覧ください。

まず、「東京ディズニーリゾートファン層の拡大」についてですが、東京ディズニーシー

10周年イベントを実施し、ファンタズミックなど新規プロダクトを導入しました。バケ―
ジョンパッケージは 先ほどご説明のとおり 取扱高が前年度比約20％増となりましたジョンパッケージは、先ほどご説明のとおり、取扱高が前年度比約20％増となりました。

海外ゲストは、震災等の影響により減少しています。

次に、「リピート力の向上」につきましては、イースター、ハロウィーン、クリスマスと

いった季節に合わせた歳時記イベントを実施するとともに、ゲスト満足度は引き続き高い

レベルを維持しています。

今後もマーケットの育成に向け、引き続き「東京ディズニーリゾートファン層の拡大」と

「リピート力の向上」に取り組んでまいります。
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海外ゲストの取り込み

年 災 響 が2011年度は、震災の影響により訪日外国人旅行者数が減少しており、これに伴い当社テー

マパークの海外ゲスト数も減少しています。

日本政府を中心に、高い目標値が設定されており、インバウンドの増加に向けた様々な施

策が検討されています。

当社としては、訪日外国人旅行者数の増加という国の施策を機会と捉え、中長期的に期待

できるマーケットとして着実に対応してまいります。

30



投資・コストの効率化

資 資が 落 資 が設備投資額については、大規模な先行投資が一段落し、投資レベルが低下しています。

本中計の方針として、年平均300億円レベルでコントロールしてまいります。

なお、2012年度の設備投資額は、391億円と増加する見込となっていますが、これは前年

度からの時期ずれなど一時的な要因によるものです。

引き続き、投資額をコントロールし、更なる投資効率の向上を図ってまいります。

31



投資の効率化に伴い、減価償却費は中長期的に減少する見込みです。

なお、2012年度の減価償却費は、368億円となる見込みです。
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コスト効率化について説明いたします。

売上高に応じたコストのコントロールやゲスト体験価値に影響を及ぼさないコストの抑制

を図るなど、更なるコスト効率の向上を図っていきます。

また、スライド下段にテーマパーク固定経費・諸経費の推移をグラフで示しております。

2008年度以前は、売上高が期初予想に対して増加したことなどにより、コストも増加する

傾向がありましたが、2009年度以降につきましては、期初予想の範囲内でコストをコント

ロールできています。

このように、近年、期中のコストコントロールを強化しております。よ 、近年、期中 ト ト を強化 ります。
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こちらは当社が上場した年からの営業利益率の推移です。

東京ディズニーランド・1パーク時代は、減価償却費が100億円レベルとなっており、営業

利益率は約20％でした。

2000年度以降は、東京ディズニーシーのオープンなど大規模な先行投資によって、減価償

却費の負担が大きく増加したことから、営業利益率は約10％で推移してきました。

しかしながら、先ほどもご説明しました通り、ここ数年、投資・コスト効率を向上させる

様々な取り組みに注力した結果、固定費の減少に繋がり、営業利益率が増加していること

がおわかりいただけるかと思います。

引き続き投資・コスト効率の向上を図り、更なる営業利益率の改善に取り組んでまいりま

す。

34



中期的な業績イメージ

2012年度は微減となるものの、東京ディズニーリゾート30周年にあたる2013年度に向け

て増益を目指してまいります。
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2. 長期持続的な成長への基盤強化

新たな成長への準備

フリー・キャッシュ･フローの使途についての考え方に変更はありません。

優先度が最も高いのは「新たな成長への投資」であり、本中計期間中に方針を策定しま

す。そして、「株主還元」、新たな成長へ向けた投資余力確保のための「有利子負債の削

減」に向け、長期視点でフリー・キャッシュ・フローを配分していきます。
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配当

2011年度の年間配当につきましては、前年度と同額となる100円とすることとしました。

2012年度も、100円を予定しております。外部環境も勘案しつつ、今後も安定的な配当を

目指してまいります。

ROEの向上

これまで8%以上となることを目指してまいりましたが 2011年度に8 7％とこれを達成すこれまで8%以上となることを目指してまいりましたが、2011年度に8.7％とこれを達成す

ることができました。引き続き8％以上を目指してまいります。

今後も、当社は株主還元を着実に実施していきます。

以上以上
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株式会社オリエンタルランド経理部IRグループ

www.olc.co.jp

注意事項：

本資料は OLCグル プの業績及び今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたもの本資料は、OLCグループの業績及び今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたもの

であり、当社が発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではございません。

本資料にて開示されているデータは、発表日現在の判断や入手可能な情報に基づくもので

す。当社グループの事業は、顧客嗜好・社会情勢・経済情勢等の影響を受けやすい特性を

持っているため、本資料で述べられている予測や見通しには、不確実性が含まれているこ

とをご承知おきください。とをご承知おきください。

テーマパーク入園者数については単位未満を四捨五入、財務データについては単位未満を

切り捨てて記載しています。

本資料の転載はご遠慮ください。
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